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○評価
A 地方創生に非常に効果的であった 指標が目標値を上回ったなどの場合に選択
B 地方創生に相当程度効果があった 指標が目標値を上回ることはなかったものの相当程度（目標値の７～８割）達成した場合に選択
C 地方創生に効果があった 指標が目標値を上回ることはなかったものの事業開始前よりも改善したなどの場合に選択
D 地方創生に効果がなかった 実績値が本事業開始前の数値よりも悪化しているなどの場合に選択
E 事業を実施しなかった
F その他 事業の実施状況により評価が困難な場合、事務事業評価の対象外の場合

○今後の方針
追加等更に発展させる 事業が効果的であったことから取組の追加など更に発展させる場合に選択
事業内容の見直し（改善） 事業内容の見直し（改善）を行う場合に選択
事業の継続 特に見直しをせず事業を継続する場合に選択
事業の中止 継続的な事業実施を予定していたが中止した場合に選択
予定通り事業終了 当初の予定通り事業を終了した場合に選択
事業実施に向け検討中 現時点で事業を開始していないが、実施に向け検討中の場合に選択


